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3 平面 ®上の4OABに対して，
¡!
OA =

¡!
a，
¡!
OB =

¡!
b ，j

¡!
a j = 1，j

¡!
b j = t，ÎAOB = µとする．ただし，

0 < µ < ¼とする．また，4OABの面積を Sとする．次に答えよ．

(1) j
¡!
OAj2 + j

¡!
OBj2 + j

¡!
ABj2 ¡ 4

p
3Sを t; cosµ; sinµを用いて表せ．

(2) tを固定したとき，(1)で求めた式を f(µ)とする．f(µ)の最小値を tを用いて表せ．また，その最小値を

とるときの µの値を求めよ．

設問 (3)，(4)では，点 Pが平面 ®上を動くものとし，
¡!
OP =

¡!
x とする．

(3) tおよび µを固定したとき，j
¡!
OPj2 + j

¡!
APj2 + j

¡!
BPj2の最小値を t; cosµを用いて表せ．また，その最小値

をとるときの
¡!
x を

¡!
a ;
¡!
b を用いて表せ．

(4) t; µおよび
¡!
x によらず，j

¡!
OPj2+ j

¡!
APj2+ j

¡!
BPj2 = 4

p
3
3
Sが成り立つことを示せ．また，この不等式にお

いて等号が成立するのはどのような場合か答えよ．


